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土陸
　
上
競
技
部

屋
・
小
谷
関
東
大
会
で
活
躍

　
－
全
国
大
会
へ
今
一
歩
－

　
　
　
顧
問
久
保
寺
忠
央

　
現
有
部
員
六
〇
名
を
　
で
全
国
に
届
か
ず
。
八
月
の
国
体
予
選

越
え
る
奉
高
陸
上
部
。
　
で
は
二
位
に
入
っ
た
も
の
の
Ｉ
〇
〇
分

連
日
の
早
朝
か
ら
の
朝

練
習
。
一
年
中
途
切
れ

る
事
の
な
い
試
合
の
連

続
。
そ
ん
な
緊
張
感
の

中
で
お
世
辞
に
も
素
質

に
恵
ま
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
選
手

達
が
地
道
に
練
習
を
続
け
、
着
実
に
記

録
を
伸
ば
し
て
行
く
。
努
力
・
精
進
な

ど
と
言
う
ニ
ュ
ア
ン
’
〈
が
毛
嫌
い
さ
れ

る
時
代
の
流
れ
の
中
で
迢
る
こ
と
へ

の
情
熱
〃
を
持
ち
続
け
夢
の
実
現
に
向

け
力
走
す
る
部
員
達
。
今
年
そ
れ
を
立

証
し
た
の
が
土
屋
と
小
谷
の
両
名
で

あ
っ
た
。
土
屋
は
中
学
時
代
全
く
の
無

名
選
手
。
五
月
心
県
大
会
ｆ
ヽ
は
Ｉ
〇
〇

ｍ
マ
三
位
、
二
（
）
Ｏ
ｍ
で
五
位
、
四
〇

〇
ｍ
で
四
位
と
Ｅ
種
目
入
賞
。
女
子
短

距
離
個
人
総
合
女
王
と
な
っ
た
。
関
東

大
会
で
は
Ｉ
〇
〇
ｍ
で
コ
ン
マ
二
秒
差

の
二
秒
差
で
国
体
出
場
を
逃
し
て
し

ま
っ
た
。
小
谷
は
中
学
時
代
水
泳
部
。

陸
上
を
全
く
知
ら
な
い
子
が
五
月
の
県

大
会
三
〇
〇
〇
ｍ
で
三
位
に
入
賞
、
九

分
五
一
秒
で
走
り
切
り
、
関
東
大
会
は

一
〇
位
で
こ
れ
ま
た
惜
し
く
も
全
国
を

逃
が
し
た
が
目
覚
ま
し
い
活
躍
で
あ
っ

た
。
全
国
大
会
今
一
歩
の
二
人
で
あ
っ

た
が
ま
さ
し
く
、
笑
才
は
有
限
、
努

力
は
無
限
〃
と
い
う
こ
と
を
立
証
し
て

く
れ
た
。
秋
の
駅
伝
で
は
何
と
男
女
共

に
７
位
。
ご
っ
そ
だ
や
と
い
う
言
葉

が
幾
度
も
脳
裏
を
駆
け
巡
っ
た
が
、
男

子
は
大
健
闘
の
七
位
、
女
子
は
干
支

が
直
前
に
交
通
事
故
に
ま
き
こ
ま
れ
る

ア
ク
シ
デ
ン
ト
。
五
位
以
内
確
実
ｔ

あ
っ
た
だ
け
に
残
念
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
他
各
地
区
大
会
で
も
着
実
に
入

賞
を
果
た
し
、
私
学
が
チ
ー
ム
強
大
し
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て
き
て
い
る
中
で

‘ 、
厚
木
の
県
央
駅
尹
忘
れ
ら
れ
な
い
女
子
柔
道
部
員
た
ち

で
は
Ｉ
〇
年
ぶ
り
に
男
子
優
勝
を
獲
得
｛
　
　
゛
顧
問
武
藤
　
清
　
司

し
た
の
は
立
派
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、
女
子
柔
道
部
員
の
数
は
三
年

　
大
勢
の
部
員
が
一
人
一
人
持
つ
目
標
｛
生
を
含
め
る
と
選
手
1
0
名
ヽ
マ
ネ
ー

に
違
い
は
あ
れ
、
今
も
グ
ラ
ン
ド
で
見
　
ジ
ャ
ー
４
名
の
1
4
名
で
あ
り
過
去
最

守
る
伝
統
の
力
走
の
部
旗
の
も
と
走
り
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続
け
る
選
手
達
タ
そ
の
姿
に
安
易
に
時
一
躍
と
し
て
ｆ
ｌ
ｔ
年
が
県
団
体
ベ
ス

代
の
流
れ
に
流
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
強
一
ト
８
、
北
相
地
区
個
人
（

‐
4

8
）
で
大
津

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｆ
　
　
　
”
　
　
　
　
”
”
　
　
’

さ
と
美
し
さ
を
時
に
感
じ
と
り
ま
す
。

高
の
人
数
と
な
っ
て
い
る
。
女
子
の
活

圭
子
が
準
優
勝
、
昨
年
は
県
大
会
個
人

　
　
爾
高
陸
上
部
〃
を
胸
に
部
員
達
は
Ｉ
　
（
‐
4
8
）
で
木
ノ
内
優
子
が
ベ
ス
ト
８
、
北

本
年
も
力
走
致
し
ま
す
・
新
聞
紙
上
を
一
湘
地
区
個
人
（
‐
5
5
）
が
南
雲
久
美
子
が

楽
し
み
に
Ｏ
Ｂ
各
位
の
応
援
を
よ
ろ
し

Ｉ

３
位
に
入
賞
し
練
習
の
成
果
を
見
せ

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
た
。
思
え
ば
1
0
年
前
に
初
め
て
女
子

一
が
選
手
と
し
て
１
名
入
部
し
、
そ
の
後

　
一
　
一
緒
に
入
部
し
た
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
２
名

作

が
選
手
に
転
向
し
｀
こ
こ
か
ら
女
子
柔

剔
（
道
部
物
語
が
始
ま
る
こ
と
に
な
る
乙
残

土

｀
念
な
が
ら
１
入
は
中
途
で
退
部
し
て
し

小谷選手

／‾‾‾べ‘

（
ま
う
が
残
っ
た
２
人
は
む
さ
苦
し
い
？

　
男
子
部
員
と
と
も
に
最
後
ま
で
気
持
ち

ニ
ー
い
汗
を
か
い
て
卒
業
し
た
。
当
時

八

の
練
習
は
乱
取
り
５
分
で
1
0
本
｀
寝

技
も
５
分
で
５
本
と
決
め
ら
れ
、
現
在

く
、
し
の
ぎ
を
削
る

い
練
習
で
あ
っ
た
。
技
術

よ
り
も
根
性
と
練
習
量
が
す
べ
て
を
決

定
す
る
よ
う
な
柔
道
マ
あ
り
、
ち
な
み

に
当
時
の
男
子
チ
ー
ム
は
県
べ
入
卜
８

入
り
を
果
た
し
、
そ
の
後
公
立
高
校
の

チ
ー
ム
で
８
強
に
入
っ
た
チ
ー
ム
は
な

４
０
し　
こ
の
二
人
の
女
子
は
時
々
泣
い
て
い

た
が
、
毎
日
休
ま
ず
黙
々
と
練
習
を
こ

な
し
、
逞
し
く
粘
り
強
い
選
手
に
成
長

し
、
遂
に
は
県
代
表
と
し
て
二
人
で
関

東
大
会
出
場
を
果
た
し
顧
問
を
大
い
に

感
激
さ
せ
て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
蛇
足
な
が
ら
、
一
人
は
「
リ
カ
ち
ゃ

ん
」
と
呼
ば
れ
明
大
に
進
学
し
、
卒
業

後
は
全
日
空
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
入
に
な

肛
今
も
大
空
を
飛
び
回
っ
て
い
る
。

　
も
う
一
人
心
「
ユ
キ
ノ
ち
ゃ
ん
」
は

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
に
入
社
し
、
三
年
間

心
オ
ラ
ン
ダ
勤
務
を
命
一
苫
れ
た
時
、

忘
れ
ず
に
柔
道
着
を
持
参
し
た
そ
う
で

あ
る
。

　
昔
も
今
も
変
わ
ら
ず
辛
い
時
は
よ
く

泣
く
が
、
い
っ
も
明
る
く
、
仲
が
よ
く
、

笑
顔
の
さ
わ
や
か
な
女
子
柔
道
部
員
た

ち
の
今
後
の
健
闘
を
期
待
し
た
い
。
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